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パブリック・コメント手続の結果について 

 

１ 意見募集期間 
令和６年11月11日（月）から令和６年12月２日（月）まで 

 

２ 意見の提出者数と意見件数 

意見募集に対し、52人から171件の意見の提出がありました。 

 

３ 提出方法別の意見提出者数 
 

提出方法 人数 

直接提出 ３人 

郵送 ０人 

ファクス ５人 

Ｅ－mail 44人 

合  計 52人 

 

４ 素案への意見件数 

項     目 件数 

第１章 横須賀こども未来プランについて ０件 

第２章 横須賀市のこどもや子育て家庭等を取り巻く状況 ３件 

第３章 基本理念と施策体系 ８件 

第４章 具体的な施策 134件 

第５章 子ども・子育て支援法に基づく特定事業 12件 

第６章 プランの達成状況の点検及び評価 １件 

その他 第３期横須賀こども未来プランの策定に関する意見 ５件 

その他意見 ８件 

 合  計 171件 
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５ 提出された意見の概要及び児童福祉審議会の考え方 

（１）第２章 横須賀市のこどもや子育て家庭等を取り巻く状況 

No.  意見の概要 件数 考え方 

１ 表やグラフの下部に、資料「横須

賀市子どもの生活等に関するアン

ケート調査」「横須賀市次期横須

賀未来プラン策定に向けたニーズ

調査」とあるが、どういう調査か

加筆した方がいい。 

１件 本計画策定にあたり、令和５年

11月から12月にかけて市民向け

のアンケート調査を行いまし

た。両調査の概要については資

料編の185頁以降に記載してい

ます。 

 

 

 

２ 【32頁】 

「同居している家族」のグラフが

あるが、ひとり親世帯における状

況のグラフなのかどうか分かりに

くい。 

１件 同グラフについては、ひとり親

世帯に限らず、回答があった小

学５年生、中学２年生がいる全

ての家庭の状況を示したもので

す。 

ご指摘を踏まえて、説明文を一

部修正しました。 

 

 

 

 

３ 【50頁】 

第１期と第２期の進捗と結果につ

いて、50頁のみに出ているがその

他の項目がないのはなぜか。 

１件 50頁以外にも、第２章の39頁～

49頁にかけて、第１期から第２

期の主な事業の利用状況を一括

して掲載しています。 

 

 

 

 

合計 ３件  
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（２）第３章 基本理念と施策体系 

No.  意見の概要 件数 考え方 

４ プランの横須賀らしさや問題点、

目指したい方向がわかりにくい。 

２件 今回の計画では、国のこども大

綱を勘案した「市町村こども計

画」としても位置づけるため、

こどもに係る施策についてより

幅広く全般的に記載していま

す。 

また、基本理念は冗長にならな

いようシンプルなものとし、横

須賀らしさはその前置きに「横

須賀ならではの多様性に富ん

だ、そして強固な地域社会を活

用しながら」と記載することで

表しました。 

５ 【55頁、59頁】 

「～を感じないようなまち」は

「～を感じないまち」としたほう

が適切ではないのか。次ページ以

降にも「ような」との表現が散見

されるが、プラン立案の覚悟が疑

われる表現だと感じる。 

１件 ご意見を踏まえて、また、他の

表現と統一感を持たせるため、

「～を感じないようなまち」か

ら「～を感じないまち」などに

修正しました。 

６ 【56頁】 

３段落目の「学業成績が遅れてい

る」は正しい表現なのか。 

１件 ３段落目と４段落目については

重複する内容が多いため、３段

落目を削除し４段落目に集約い

たします。また、あわせて青年

期の取り組みに関する文言を追

加しました。 

７ 【59頁】 

「感じること」「感じる事」と記

述が統一されていない。 

１件 ご指摘のとおり、「感じるこ

と」に文言を統一します。 
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８ 【60頁】 

「こども・若者社会参画や…」が

何か分からない。「こども・若者

の参画」ではないのか。また、こ

ども施策の策定・評価する児童福

祉審議会は平日日中の開催である

ため、今後は学業等に支障のない

ような日程に配慮されたい。加え

て、こども・若者の意見表明を支

援する専門員を配置されたい。 

１件 今後の施策の実施にあたり、貴

重なご意見として承ります。 

なお、文言整理のため「こど

も・若者社会参画」を「こど

も・若者の社会参画」に修正し

ました。 

９ 愛らんどの子育てアドバイザー及

びコンシェルジュの資質向上、育

成に市として取り組んで欲しい。 

１件 今後の施策の実施にあたり、貴

重なご意見として承ります。 

10 【60頁】 

「意識改革」の対象は誰か。市職

員であれば理解できるが、市民で

あれば表現としていかがなもの

か。こども・若者にやさしい社会

は望むところだが、行政が市民の

意識改革を行おうとするのは思想

信条の自由の侵害につながる懸念

がある。 

１件 こども大綱の「全てのこどもや

子育て中の方々を応援するとい

う社会全体の意識改革」を勘案

し、社会全体の機運を醸成して

いきたいと考えています。 

合計 ８件  

 

（３）第４章 具体的な施策 

No.  意見の概要 件数 考え方 

11 第１章の趣旨にあるように「児童

の権利に関する条約の精神にのっ

とり（中略）その権利の擁護が図

られ」るためのプランならば、そ

の権利と施策の相関関係がわかる

記載をしてほしい。 

１件 施策一つ一つが個別にどの権利

擁護にあたるかに限らず、全て

のこども施策の推進にあたって

「児童の権利に関する条約」の

原則の精神に則ることが重要と

考えています。 
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12 【65頁、1-(1)-ア-1】 

いじめが低年齢化しているため、

子どもの権利は未就学児から周知

すべきであり、リーフレットは誰

もが目にできるようにする必要が

ある。市のHPへの掲載だけでな

く、なお一層の周知が求められ

る。 

 

 

１件 いただいたご意見を参考に、こ

どもの権利について、未就学児

を含めた幅広い市民への周知に

努めてまいります。 

13 【65頁、1-(1)-ア-1】 

こども・若者が権利の主体である

ことについて、リーフレットの配

布のみでは社会全体で共有できな

いと考える。こどもが意見を話

し、具現化できる場を施策として

取り入れてほしい。 

１件 こどもの権利に関する周知につ

いては、リーフレットを学校現

場でも活用いただくなど、理解

促進に取り組んでいるところで

す。 

また、こどもの権利に関する理

解促進だけでなく、130頁のと

おり、こども・若者の社会参

画・意見反映に関する取り組み

（大柱４－中柱１）も進めてま

いります。 

 

 

 

14 【65頁、1-(1)-ア-3】 

人権教育を幼児にも導入する必要

があるため、幼児教育や保育に携

わる者への指導力向上を求めま

す。 

 

 

 

１件 今後の施策の実施にあたり、貴

重なご意見として承ります。 



- 6 - 

15 【67頁、1-(2)-ア-9】 

廃止で少なくなった青少年の家

（みんなの家）で多様な遊びの推

進を行うのはむしろ体験格差を生

むので、格差を是正してほしい。 

２件 横須賀市ＦＭ戦略プランに基づ

き、青少年の家のうち老朽化施

設の廃止等を進める一方で、継

続する施設では多様な遊びを提

供するよう努めていくものです

が、ご意見も踏まえ、計画の表

記については一部修正し、「多

様な遊びの体験を推進します」

という表現は削除します。 

また、今後は放課後子ども教室

での体験活動の充実等を含め検

討してまいります。 

16 【67頁、1-(2)-ア-9】 

青少年の家（みんなの家）が相次

いで閉鎖され、子どもたちから遊

び場が減ったことへの不満の声が

多く、限られた活動内容や過度な

規制により、子どもらしさが尊重

されない場面が見受けられる。リ

ニューアル再開と子どもらしさを

尊重できる場にしてもらいたい。 

１件 横須賀市ＦＭ戦略プランに基づ

き、青少年の家のうち老朽化施

設の廃止等を進めていますが、

継続する施設では多様な遊びを

提供するよう努めてまいりま

す。職員の対応等についてはご

意見として承り、改善に努めて

まいります。 

17 【67頁、1-(2)-ア-10】 

愛らんどでの高校生の保育ボラン

ティア受け入れを推進し、高校生

に乳幼児と触れ合う機会を提供す

ることで、将来の子育てへの戸惑

いを軽減することが必要ではない

か。 

１件 今後の施策の実施にあたり、貴

重なご意見として承ります。 

18 【68頁、1-(2)-ア-18】 

博物館のリニューアルについて、

小学校低学年～中学年が理解でき

る展示・解説も用意してほしい。 

１件 今後の施策の実施にあたり、貴

重なご意見として承ります。 
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19 【69頁、1-(2)-ア-19】 

子どもたちが公園で遊べる環境が

少なくなってきている。ボールを

使用禁止にするなどもう少し子ど

もがのびのびと遊べる環境を作っ

てほしい。 

１件 ボール遊びについては賛否両論が

ありますが、「横須賀市都市公園

の整備・管理の方針」に則り、公

園利用者や地域の方々の意見をお

聞きした上で、利用のルールも含

めたこどもたちがのびのびと遊べ

るような公園づくりを検討してま

いります。今回のご意見につきま

しては今後の施策の実施にあた

り、貴重なご意見として承りま

す。なお、５頁に「横須賀市都市

公園の整備・管理の方針」を横須

賀こども未来プランの「他計画と

の関係」に追記しました。 

20 【69頁、1-(2)-ア-19】 

「こどもや子育て世帯の目線に立

った公園づくり」、公園でボール

遊びができなくなってきたので、

きちんとこのこども未来プランの

中でも位置付けてほしい。 

１件 

21 【69頁、1-(2)-ア-19】 

多様な遊びや体験について、未就

園の幼児も享受できるような環境

整備や施策を講じられたい。こど

もが自由な発想で自ら遊ぶ力を発

揮できる環境が必要と考える。 

１件 こどもたちの遊び場の一つである

公園を整備する場合には、最低限

の安全性の確保やルール作りにつ

いて、地元町内会や活動団体等の

ニーズを踏まえた検討が必要であ

ると考えます。それらを踏まえ、

「横須賀市都市公園の整備・管理

の方針」に則り、こどもたちがの

びのびと遊べるような公園づくり

に努めてまいります。今回のご意

見につきましては、今後の施策の

実施にあたり、貴重なご意見とし

て承ります。なお、５頁に「横須

賀市都市公園の整備・管理の方

針」を横須賀こども未来プランの

「他計画との関係」に追記しまし

た。 
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22 【69頁、1-(2)-ア-21】 

ブックスタート事業において配布

している絵本の情報を愛らんどと

共有することで、乳幼児の読書活

動のさらなる推進を図ってくださ

い。 

１件 現在、愛らんどとは子ども向け

行事の情報を提供していますの

で、配付絵本の情報についても

共有していきたいと思います。 

23 こどもたちが遊べる場所が必要

（申込不要で自由に遊べる、プレ

ーパーク、自然遊び、夏休みで快

適な室内など） 

４件 今後の施策の実施にあたり、貴

重なご意見として承ります。 

24 市主催でNP（ノーバディーズ・パ

ーフェクト）プログラムを実施し

てほしい。 

１件 今後の施策の実施にあたり、貴

重なご意見として承ります。 

25 【74頁】 

ジェンダー平等に関する事業につ

いて、子どもの権利を守るため

に、幼児期においても、こども本

人や保護者に対しての施策が必要

ではないか。 

１件 幼児を持つ保護者に対しても、

ジェンダー平等と多様な性への

理解が促進されるよう、取り組

みを進めてまいります。 

26 【74頁】 

小学校の教員に対する性的マイノ

リティに関する研修の実施は明記

されているのに、同じく小学生と

日々関わっている放課後支援員に

ついては何故書かれていないの

か。 

１件 「放課後児童支援員等への研修」

については、161ページの事業の

方向性の⑧に記載しています。 

なお、毎年実施している放課後

児童支援員等を対象とした行政

研修は、昨今の事件・事故等に

より支援員等の関心が高まって

いる内容を中心にテーマを選定

していますので、性的マイノリ

ティに関する研修の実施につい

ても、放課後児童支援員等のご

意見を聞きながら、実施につい

て検討します。 
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27 【75頁、1-(3)-ア-1】 

プレコンセプションケアの認知度

と普及啓発について、「特に思春

期含めた全世代」と表記し、性教

育や不妊につながる問題などを学

校教育のみならずイベント等含

め、専門的な団体とも連携しなが

らの実施も検討してほしい。 

１件 今後の施策実施に向けて、貴重

なご意見として承ります。 

なお、ご意見を踏まえて「全世

代（特に思春期）」に修正のう

え、より分かりやすいよう複数

課にまたがる取り組みをひとま

とめに記載しました。 

28 指導要領で、性については生物学的

な視点が強く、適切な性教育がいま

だに行われていない。インターネッ

トの普及により性情報にさらされて

いる。施策は女性への対応が多いよ

うに感じる。男性にも行っていただ

きたい。プレコンセプションケアで

可能なのか不案内だが、いくつかの

自治体で、ＵＮＥＳＣＯの国際セク

シュアリティ教育ガイダンスに沿っ

た性教育「包括的性教育」が導入さ

れている。横須賀市でも導入を検討

していただきたい。 

１件 今後の施策実施に向けて、貴重

なご意見として承ります。 

なお、各学校が児童生徒の実態

や発達段階に応じて適切な性の

指導が行えるよう、引き続き支

援してまいります。 

29 【76頁、1-（4）-ア-３】 

中学生を対象に生活困窮世帯の学

習支援を実施しているが、中学生

だけではなく、小学生まで対象を

拡大すべきではないか。 

１件 市内の小中学校には、学習内容の

定着状況に課題のみられる児童生

徒を対象に、個別の学習指導や少

人数での補習等の支援を行う「学

習支援員」が配置されており、生

活困窮世帯であるかどうかを問わ

ず学習支援を受けられる環境がす

でに整備されています。 

生活困窮世帯を対象とした学習支

援事業は、全日制高校への進学率

と生活困窮から自立する割合が比
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例することを踏まえ、進学に向け

た準備を本格的に取り組み始める

中学校２年生・３年生を対象にし

ているもので、小学生への拡充は

考えていません。 

30 【77頁、1-(4)-イ-1】 

こども未来プランに記載される家

庭生活支援員派遣は、必要な方が

使えるよう、市の広報媒体に掲載

するなど周知を図ってください。 

１件 家庭生活支援員派遣はもちろん

のこと、他のひとり親支援に関

する情報も含めて周知をしてま

いります。 

31 指導員として家庭支援や親子支援

に関わることが多いが、学校の管

理職によって対応や連携が異なる

ことは好ましくないため、要保護

児童対策地域協議会のメンバーに

学童保育を明記し、連携を強化し

てほしい。 

１件 個別の学童クラブにおいては、

横須賀市こども家庭地域対策ネ

ットワーク会議の構成機関の一

つに機関名を挙げていません

が、主管課の子育て支援課が構

成機関に入っています。そのた

め、子育て支援課と必要時連携

を図って対応しています。 

32 【78頁、1-(4)-エ-3など】 

放課後児童クラブに関する保育料

の負担軽減について、ひとり親世

帯や多子世帯への補助を継続し、

さらなる充実をしてほしい。 

４件 現在、ひとり親世帯や多子世帯

に対し利用料の低減策を行って

います。利用料を無償にするこ

とは難しいと考えていますが、

利用者の負担軽減策については

引き続き検討していきたいと考

えています。 

33 【78頁、1-(4)-イ-5など】 

スクールソーシャルワーカーを市

で正規で配置すべきではないか。

中学校区に一人は配置できるよ

う、国にも改善を求めていく必要

がある。 

２件 現在、５人スクールソーシャル

ワーカーを市費会計年度任用職

員として任用していますが、拡

充の必要があると認識していま

す。他自治体の状況について研

究するとともに、拡充について

国に要望していきます。 
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34 放課後児童クラブの利用料を無償

化してほしい。 

３件 利用料を無償にすることは難し

いと考えていますが、利用者の

負担軽減策については引き続き

検討していきたいと考えていま

す。 

35 幼稚園や放課後児童クラブの利用

料を、保育園のように経済的に厳

しい家庭への負担軽減や無償化し

てほしい。 

１件 幼稚園の３歳から５歳児クラス

については、給食費や教材費は

保護者負担ですが、保育料は無

償としています。 

また、学童クラブの利用料の完

全無償化は難しいと考えていま

すが、負担軽減策については引

き続き検討していきます。 

 

36 【79頁、1-(5)-ア-1】 

発達障がいの疑いがあるお子さん

は早期療育につながると良いが、

３歳児健診から就学前健診まで間

隔があいていること、就園先から

保護者へ伝えることも減っている

ことから、５歳児健診の必要性を

感じる。また、発達の診断までに

時間がかかっているため、療育の

質と量を確保していただきたい。 

１件 乳幼児健診やフォローアップ教

室で発達の心配があるお子さん

には、こども発達相談をご案内

し、必要に応じて療育相談窓口

や関係機関へ情報提供を行って

います。 

また、３歳児健診以降の相談も

随時受けており、必要時には療

育に繋げられるような体制を整

えています。 

横須賀市療育相談センターと

は、年１回連絡会を設けるな

ど、情報共有に努めています。 

今後、５歳児健診の実施方法や

フォローアップ体制等につい

て、関係機関と検討していきま

す。 
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37 療育相談が非常に混んでいるた

め、働く保護者が気軽に予約がで

きず、困り感から虐待につながる

可能性を心配している。他自治体

では、専門職がこどもの発達状況

を保育現場に見に来てくれたり学

童職員や学校教員へ支援のアドバ

イスをしていると聞いている。子

育て支援や保護者支援のネットワ

ークにもっと力を入れてほしい。 

１件 発達に関するご相談は、療育相談

センターの療育相談（医師の診断

や療育支援を受けたい場合）の他

に、こども青少年相談（こども家

庭支援課）でも保護者の方のお悩

みをご相談いただけます。 

また、本市では、療育相談センタ

ーから専門職が保育の現場へ赴

き、お子さんの様子を見たり支援

者への助言を行う巡回相談を実施

しています。引き続き、必要な方

へ必要な支援を届けられるよう、

関係機関との連携を図ってまいり

ます。 

38 【83頁、1-(5)-ウ-9】 

通級による指導では、発達障害に

ついて対象に含まれているのか。

発達障害による特性はそれぞれ異

なるので、個別に伴走してくれる

大人が校内に必要。はぐくみかん

と連携した、通級指導を行える機

関の充実に期待したい。 

１件 人とのコミュニケーションがうま

くいかない児童生徒についても通

級による指導の対象としていま

す。発達障害の自校通級を試行し

ている学校の取り組みについて検

証を進め、通級による指導の充実

を図ってまいります。 

 

39 学校には行けなくても自宅以外の

場所へ行けるよう、こどもの遊び

場、学ぶ場、居場所をもっと増や

してほしい。その実現方法とし

て、空き家の借り上げや施設の提

供を検討してほしい。 

１件 本計画では、こどもの居場所づく

りの重要性を認識し、児童育成支

援拠点を１か所新設することとし

ています。この拠点は、専門職員

を配置し、支援を必要とするこど

もや家庭の早期発見・早期対応を

行う機能を持つ施設として整備し

てまいります。また、こどもの遊

び場や学びの場としての機能も備

え、不登校等のこどもが安心して
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過ごせる居場所となることも目指

します。設置場所については、利

便性や安全性、施設の規模等を総

合的に検討してまいります。 

なお、児童育成支援拠点は、単な

る居場所としてだけでなく、専門

職員を配置し、こどもの健全育成

と家庭支援を一体的に行う機能を

持つ施設として整備してまいりま

す。 

40 不登校児童とその保護者を支援す

る団体に対して、人件費、ボラン

ティア謝金、家賃、管理費等の補

助金を交付してほしい。また、不

登校児童とその保護者に対して、

支援団体の利用料等の助成金を交

付してほしい。 

１件 今後の施策の実施にあたり、貴重

なご意見として承ります。 

なお、本計画では、支援を必要と

するこどもや家庭の早期発見・早

期対応を行う児童育成支援拠点を

１か所新設することとしていま

す。この拠点において、専門職員

による支援や関係機関との連携を

図りながら、不登校児童等とその

保護者への支援に取り組んでまい

ります。 

41 学校、相談教室、フリースクール

等のいずれにも通えないこどもへ

の支援を充実してほしい。このよ

うなこどもが疎外感を感じること

のないよう配慮してほしい。ま

た、不登校児童に対する社会の理

解促進のため、学校への働きかけ

や市の広報での特集など、啓発活

動を実施してほしい。 

１件 本計画では、支援を必要とするこ

どもや家庭の早期発見・早期対応

を行う児童育成支援拠点を１か所

新設することとしています。この

拠点は、専門職員を配置し、学校

やフリースクール等の既存の支援

機関に通えないこどもを含め、

様々な状況にあるこどもとその家

庭に寄り添った支援を行ってまい

ります。 

また、児童育成支援拠点の運営に
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あたっては、学校との緊密な連携

体制を構築し、不登校等のこども

への理解促進と適切な支援の実現

に取り組んでまいります。こども

が安心して過ごせる環境づくりに

向けて、関係機関と連携しながら

取り組みを進めてまいります。 

42 【88頁、1-(6)-ア-20】 

意見表明等支援員の派遣は対象を

社会的養護下のこどもに限定せ

ず、全てのこどもが必要な時に意

見表明の支援を受けられるような

体制作りをしてほしい。 

１件 こどもたちの意見表明（自分で意

見を考え、自分で意見を表明する

こと）については、学校や家庭な

ど周囲のサポートが必要とされて

いますが、社会的養護下のこども

たちは、被虐待経験や成育歴から

大人への不信感を持ち、自分の意

見を言うことが苦手な場合が多い

傾向にあります。国の方針として

も、措置・一時保護等の決定の場

面や、その後の生活場面におい

て、こどもの意見が考慮された上

で措置等の決定がなされるよう

に、意見表明等支援員による支援

が必要とされています。そのた

め、特に社会的養護下のこどもた

ちに対する意見表明等支援の体制

整備が必要と考えます。 

また、意見表明の機会として、市

内の小中学校等に「こどもの権

利」リーフレットを配布し、相談

窓口等の周知を行っております。 
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43 ファミリーホームや自立援助ホー

ムで暮らす児童は、施設を出てか

ら一人で暮らすために必要なスキ

ルがない場合が多い。家事等で困

らないように施設入所中にスキル

を身に付けたり、退所後も相談で

きるとよい。 

１件 施設によって、金銭管理につい

て学ぶ機会があったり、一人暮

らしに向けて家事の練習をして

います。また、入所中から自立

支援コーディネーターが児童と

関わり、関係機関と連携しなが

ら退所後の生活のサポート体制

を整えています。 

44 【92頁、1-(6)-ウ-1】 

ヤングケアラーが必要な支援を気

軽に頼れるよう、周知・啓発活動

を行い、支援を受けられる環境を

整えてほしい。 

１件 ヤングケアラーが周囲に助けを

求められるように周知・啓発を

進めていくとともに、児童・生

徒の所属する機関が状況をキャ

ッチすることが想定されるた

め、関係機関と連携を図ってい

くよう努めていきます。 

45 子どもが慣れ親しんだスクールカ

ウンセラーの異動を、急に知らさ

れて困惑した。きちんとお別れが

言えるように事前に知らせてほし

い。また、スクールカウンセラー

は小学校へは月に１回程度の配置

となっていて、校内での情報共有

が十分にできないようである。も

っとカウンセラーの人員を増やし

てはどうか。 

ある小学校の相談員は７年間変わ

っていないが、その相談員と合わ

ない子どももいる。なぜ、ずっと

同じ相談員を配置しているのか。

相談員と子どものトラブルについ

ては、どのように報告されるの

か。 

１件 県費スクールカウンセラーの異

動は例年３月中旬に県教育委員

会から通知されます。ご意見に

ついて、県教育委員会に伝える

とともによりよい対応を検討し

ていきます。増員について、県

費スクールカウンセラーは、以

前は、各中学校に１人の配置で

したが、２人配置の重点配置校

が増えています。また、市費ス

クールカウンセラーを一部の小

学校に配置しているところです

が、一層の拡充について検討し

ていきます。 

相談員について、自己評価と校

長による評価を年１回行ってい

ます。また、指導主事等が学校
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訪問や相談員研修の際に状況を

確認しています。そのうえで、

全市的な状況を踏まえて配置を

決定しています。 

46 【95頁】 

１－（７）－エ－２「通学路の交

通安全確保」と１－（７）－エ－

３「通学路の安全対策」の違いは

なにか。 

１件 同じ内容の施策のため、１－

（７）－エ－３「通学路の安全

対策」は削除いたします 

47 【95頁】 

通学路の安全対策として、ブロッ

ク塀の危険個所のチェックと改善

をお願いしたい。 

１件 毎年行っている通学路合同点検

等で、ブロック塀についても引

き続きチェックしていきます。 

48 【100頁、2-（1）-ア-2】 

不妊治療は保険適用外で高額なた

め、検査や治療費の助成金の適用

範囲を広げていただきたい。 

１件 令和４年４月から、体外受精な

どの不妊治療は保険適用となり

ました。市では、体外受精や顕

微授精について、保険適用の治

療と併用して先進医療を実施し

た場合、先進医療の費用に対し

て上限５万円の助成、保険外診

療で治療をした場合、30万円を

超えた部分に対して上限10万円

の助成をしています。また、不

育症は、保険外診療での検査費

に上限５万円の助成、治療費に

上限30万円の助成をしていま

す。今後も、不妊治療や不育症

治療にかかる経済的負担を軽減

できるよう、県や国の動向を注

視し、助成制度について検討を

継続していきます。 
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49 【100頁、2-（1）-ア-4】 

【101頁、2-（1）-ア-5】 

「相談カード」の配架と、「思い

がけない妊娠相談カード」の配架

は同一か。文言を統一してほし

い。 

１件 ご指摘のとおり、「思いがけな

い妊娠相談カード」に文言を統

一します。 

50 積極的な父親の育児参加のため、

全愛らんどで休日開所をしてほし

い。 

１件 現在、毎月1回土曜日または日

曜日に、父親対象の親子講座を

実施し、また、令和４年度から

市内2か所の愛らんどで休日開

所を行っているところです。更

なる拡充については、利用状況

や利用者の声を聴きながら検討

していきたいと思います。 

51 【101頁、2-(1）-ア-7】 

【105頁、2-(1）-ア-26】 

【115頁、2-(2）-ウ-13】 

フッ化物洗口・予防接種・ピロリ

菌の除去は、日本国内だけでな

く、海外でも賛否が分かれていま

す。意見が分かれているものを、

自治体が公費を使って推進するの

は避けた方がよいと思います。必

要なのは、保護者が適切に判断で

きるようにするために、メリッ

ト・デメリット等を公平に情報提

供することだと思います。 

１件 フッ化物洗口については、むし

歯予防に対する効果が確立され

ており、厚生労働省と文部科学

省の方針に基づいて行われてい

ます。特に幼児期からのむし歯

予防は将来の健康に大きな影響

を与えるため、非常に重要で

す。 

予防接種については、予防接種

法に基づいて自治体の義務とし

て実施しております。感染症の

まん延防止や市民の疾病予防の

ために、高い接種率が重要なこ

とから、接種率の向上のための

取り組みを進めています。 

ピロリ菌対策事業については、

ご本人及び保護者が納得して検

査を受けていただけるよう、対
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象者には事前に検査の必要性、

検査方法、同意の確認方法等に

ついて個別に案内を送付してお

り、検査を希望されない方の意

思は尊重されます。１次検査結

果が陽性で確定検査や治療を受

ける際には、医師から確定検

査、治療法、副作用等について

直接、ご本人及び保護者に詳し

く説明をします。除菌をするか

否かはご本人及び保護者の意思

が尊重され、強制されることは

ありません。 

今後も、本人・保護者が分かり

やすい情報提供を行っていきま

す。 

52 【102頁、2-(1）-ア-14】 

食育の観点から、おやつが第４の

食事であるという認識で、選定・

補食をしてほしい 

１件 今後の施策の実施にあたり、貴

重なご意見として承ります。 

53 【105頁、2-(1）-ア-26】 

ワクチンの効果が明記されていな

い。予防接種の啓発を行うのは問

題である。予防接種は本人の希望

により接種すること。副反応の相

談治療体制をとること。 

１件 いずれのワクチンも、製薬会社

が厚生労働省の薬事審議会で承

認を得て発行する添付文書に

は、対象となる感染症の予防効

果や疾病の予防効果が明記され

ています。 

小児を対象とする予防接種は予

防接種法で積極的勧奨を行うこ

ととされているＡ類疾病を対象

とするものであり、法に基づき

接種を実施し接種率の向上を目

指しております。 
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ご意見のとおり、接種にあたっ

て説明を行い本人または保護者

の希望により行うことは必須で

あり、ワクチンの効果、副反

応、健康被害救済制度について

の説明を行い同意の署名を取得

したうえで実施しております。 

なお、新型コロナウィルスワク

チンについては令和6年度から

高齢者への接種は実施していま

すが、小児含む高齢者以外の方

への接種は実施も推奨もしてお

りません。 

予防接種による副反応について

は、予防接種法にる健康被害救

済制度があり、市で相談と申請

を受け付けております。予防接

種による健康被害と認められた

場合はかかった医療費等の給付

が行われますので、副反応が疑

われる場合、まずはかかりつけ

医等にご相談し適切な診療を受

けていたくよう案内しておりま

す。 

54 【85頁、1-(6）-ア-8】 

子ども若者支援、子育て支援のた

めの支援要員の募集、育成講習を

して家庭訪問をふやしてはどう

か。 

１件 現在、こんにちは赤ちゃん訪問

では、４か月までのお子さんが

いる家庭の全数訪問を実施して

います。 

また、妊娠８か月アンケートで

面談希望の有無を確認し、希望

がある場合は地区担当保健師が

電話や訪問で支援を実施してま
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す。 

それ以外でも、必要時には積極

的に家庭訪問を行うなど、相談

体制を整えています。今後も妊

娠中からの切れ目ない支援を目

指し、家庭訪問を実施していき

ます。 

55 【106頁、2-(1）-イ-3】 

各横須賀市内病院への病児保育設

置について 

（病欠でのスタッフが確保できる

ため。病児保育があるためスタッ

フの精神的な軽減につながる） 

１件 今後の施策の実施にあたり、貴

重なご意見として承ります。 

56 【106頁、2-(1）-イ-3】 

我が子が発熱した時親は熱のある

子を置いて仕事など行けません。

急な体調変化のために有休を消化

することになります。働きやすい

職場をめざすためにも病児保育の

充実を切に願います。 

１件 病児・病後児保育センター２か

所での実施のほか、新たに１か

所を設置し、市内３か所の実施

を目指すとともに、稼働率の向

上等利用しやすい環境づくりを

目指します。 

また、民間ベビーシッター事業

者等の保育サービス利用による

訪問型病児・病後児保育利用助

成制度の利用促進を図ります。 

57 【106頁、2-(1）-イ-4】 

子育て支援に対する要望（子育て

にとって有効な支援）として、 

・教育・保育環境の向上 

・教育保育・保育サービスの充実 

は職員側、保護者側どちらから見

ても支援や対策が必要 

 

 

１件 106頁に記載のとおり、人材の

育成・確保・処遇改善や現場の

負担軽減、定員の適正化等によ

り、教育・保育環境の向上を図

ってまいります。 
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58 【109頁、2-(2）-ア-4】 

情報活用能力として、情報モラ

ル、情報リテラシー教育も推進

し、SNS 等によるいじめの防止を

図ってほしい。 

１件 情報活用能力を育成する中で、

SNS等を安全に活用する力を育

てていきます。 

59 【111頁、2-(2）-イ-1】 

プレーパーク事業等を行う民間団

体への支援を行ってほしい。 

１件 現時点でプレーパーク事業を市

の事業として実施する予定がな

いため、計画の掲載は行いませ

んが、今後、こどもの居場所づ

くりを進めるにあたっては、い

ただいたご意見を踏まえて検討

してまいります。 

60 【111頁、2-(2）-イ-1】 

多様な居場所の例としてプレーパ

ークを計画に追記してほしい。 

１件 プレーパークが地域にある多様

な居場所のひとつであることは

認識していますので、ご意見を

踏まえ、例示に追記いたしま

す。また、例示の有無に関わら

ず、今後、多様な民間の活動と

の連携に取り組んでいきます。 

61 こどもが遊べる場所（屋内や屋外

でのボール遊びなど）を確保して

ほしい。 

２件 ご意見として承り、今後の施策

の参考とさせていただきます。 

なお、ボール遊びについては

No.19～20の考え方をご覧くだ

さい。 

62 【111頁、2-(2）-イ-2】 

放課後児童支援員等が不足してい

る。処遇の改善、働きやすい環境

の整備や研修を充実してほしい。 

17件 現在、放課後児童支援員等に対

しては、「放課後児童支援員等

処遇改善等加算」、「放課後児

童支援員キャリアアップ処遇改

善加算」、「放課後児童支援員

等処遇改善（月額9,000円相当

賃金改善）加算」という補助金

を適用していますので、それぞ
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れのクラブにおいて有効に活用

することを想定しています。今

後も国・県の補助制度の動向も

注視しながら、放課後児童支援

員等の処遇改善を検討してまい

ります。 

また、放課後児童支援員等を対

象とした研修の充実について

は、様々なご意見をふまえ今後

も引き続き検討してまいりま

す。 

63 こどもが安心して過ごし、多世代

が交流できるようなこどもの居場

所づくりを、公共施設も有効活用

して推進してほしい。 

４件 放課後子ども教室の全校開設、

放課後児童クラブの新規開設を

行いつつ、既存の公共施設の有

効活用や地域や民間と連携しな

がら、放課後のこどもの居場所

づくりを進めてまいります。 

64 放課後児童クラブについて、新規

開設時だけでなく、防災・災害対

策への補助をしてほしい。 

また、学校や町内会などの地域へ

の協力の促進をお願いしたい。 

１件 防災・災害対策への補助につい

ては、今後の施策の実施にあた

り、貴重なご意見として承りま

す。 

また、学校や町内会などの地域

への協力促進については、各ク

ラブにおいて、「運営委員会」

の場などを活用して実施してい

くことを想定しています。 

65 放課後児童クラブの数を増やして

ほしい。学校内に放課後児童クラ

ブがない学校は、学校内に設置し

てほしい。 

８件 放課後児童クラブが不足してい

る小学校区には、公設クラブも

含め新規クラブの開設を検討し

ていきます。また、小学校内へ

のクラブ設置については、各小

学校の現状を踏まえて、教育委
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員会・小学校長に十分な協議を

行い、対応策を検討してまいり

ます。 

 

66 スペースが狭いため、学校の空き

教室が使えるように働きかけてほ

しい。 

５件 クラブの専用面積は、児童一人

当たりおおむね1.65㎡としてい

ますが、クラブによっては、定

員以上の児童を受け入れている

クラブもあります。 

定員以上の児童を受け入れなく

て済むように、クラブが不足し

ている小学校区には新規クラブ

の開設を検討していきます。 

小学校内の空き教室利用につい

ては、各小学校の現状を踏まえ

て、教育委員会・小学校長に十

分な協議を行い、対応策を検討

してまいります。 

 

67 放課後児童クラブの適正規模化や

ニーズに応じたクラブ数の増加と

設置について、追記が必要だと思

います。 

また、小学校の教室活用は難しい

地域もあるため、小学校敷地内へ

の専用施設の設置等も視野に入れ

たらどうかと思います。 

１件 「適正規模化、ニーズに応じた

クラブ数の増と設置」について

は、160頁の事業の方向性の①

に記載しています。 

定員を超えているクラブがある

小学校区や、クラブが不足して

いる小学校区には新規クラブの

開設を検討していきます。 

なお、小学校敷地内への専用施

設の設置については、今後の施

策の実施にあたり貴重なご意見

として承ります。 
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68 放課後児童クラブの修繕を市が補

助してほしい。 

１件 現在も小学校内の放課後児童ク

ラブに対して定期的に修繕を実

施していますが、引き続き修繕

の必要なクラブを対象に実施し

ていきます。 

69 学校内の学童は指導員のサポート

によって不審者からの安全が確保

されているため、校庭利用時間の

制限を解除すべき。 

１件 小学校の校庭等の利用時間等に

ついては、放課後児童クラブの

所在している小学校と放課後児

童クラブとの間で決めているル

ールに従って運用しています。 

 

70 学童によっては騒げない立地上あ

まり騒げないところもあるので、

こどもにストレスのない環境づく

りをしてほしい。 

１件 放課後児童クラブは子どもが日

常的に遊びを行う場であり、室

内においては、静かな遊びやご

っこ遊び等ができるスペースを

設けたり、活動的な遊びができ

るスペースには設備、備品等の

安全対策を施す必要がありま

す。 

また、室外の遊びの場を確保す

る上では、学校、公園、図書館

等地域の公共施設等を積極的に

活用するよう周知していきま

す。 

71 学校外の民設の放課後児童クラブ

について、行政としてもう少し支

援できる点がないか検討していた

だきたい。 

１件 民設民営の放課後児童クラブが

抱えている運営面の課題につい

ては、クラブから状況を伺いな

がら、対応策を検討してまいり

ます。また、クラブが公設化を

希望する場合には相談もお受け

しています。 

 



- 25 - 

72 放課後児童クラブへの補助金を拡

充してほしい。 

１件 放課後児童クラブに対する補助

金については、国・県からの補

助金を活用するとともに、市独

自の補助金を設定して、放課後

児童クラブが安定的に運営でき

るよう支援しています。この補

助金をそれぞれのクラブにおい

て有効に活用することを想定し

ています。 

73 放課後児童クラブについて、定員

いっぱいで子どもが放課後に落ち

着いて過ごせる場所になっていな

いと感じる。 

また、これから入学したり、仕事

に復帰するために利用を希望する

ものの、なかなか空いているクラ

ブが見つからず、不安を抱えてい

る声を聞く。 

１件 定員以上の児童を受け入れなく

て済むように、クラブが不足し

ている小学校区には新規クラブ

の開設を検討していきます。 

74 利用児童数や定員の問題があり、

小学校内にある放課後児童クラブ

は部屋が一つでは足りないので、

２つ以上借りられるようにしてほ

しい。休養スペースや調理スペー

スがないため衛生面やプライバシ

ー面で不安がある。 

２件 小学校内の施設利用について

は、各小学校の現状を踏まえ

て、教育委員会・小学校長に十

分な協議を行い、対応策を検討

してまいります。 

75 長期休暇中は放課後児童指導員の

確保が難しい。 

１件 放課後児童支援員等の確保につ

いては、市のホームページに募

集の記事を掲載して、支援して

います。 

76 新規学童の問い合わせが多く、特

に桜小学区では学童が不足してい

る。新設された学童が遠く、利用

１件 令和７年度から桜小学校区の児

童を対象に新規クラブを開設し

ますが、応募した事業者の意向
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しづらいとの声もあり、今後も利

用者が増えることを考慮し、学区

内に学童を増やしてほしい。 

で、所在地は池上小学校区を予

定しています。桜小学校からは

距離が離れていますが、送迎に

より対応いただく予定です。 

77 利用料の負担が県内の他の市に比

べて大きいため、放課後児童クラ

ブの利用料の補助を増やしてほし

い。 

１件 現在、ひとり親世帯や多子世帯

に対し利用料の低減策を行って

います。利用料を無償にするこ

とは難しいと考えていますが、

利用者の負担軽減策については

引き続き検討していきたいと考

えています。 

78 放課後児童クラブが学校内や学校

近隣へ移転するための補助をして

ほしい。 

１件 学校敷地外で実施している放課

後児童クラブに対して、児童数

の増加に伴い、より広い実施場

所に移転し受入児童数を増やす

場合や、防災対策としてより耐

震性の高い建物に移転する場合

などやむを得ないと認められる

場合に移転に係る経費（移転に

かかる経費及び移転前の実施場

所に係る原状回復費のみ）の補

助がありますので、必要に応じ

てご活用ください。 

79 学童を開設する際の補助金を増や

してほしい。 

１件 クラブが不足している小学校区

には新規クラブの開設を検討し

ています。 

また、新規クラブを開設する際

に活用できる補助制度もありま

す。 

80 【112頁、2-(2)-イ-4】 

放課後子ども教室と放課後児童ク

ラブは併用できるのか。 

１件 放課後子ども教室と放課後児童

クラブを利用することは可能で

す。 
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81 【112頁、2-(2)-イ-4】 

放課後児童クラブと放課後子ども

教室両事業の連携と交流が、なぜ

全てのこどもの居場所の確保につ

ながるのか。 

１件 ここでは共働き家庭等の児童が

放課後子ども教室を利用できな

いことがないようにという意図

ですので、その趣旨が伝わるよ

う、文頭に「親の就労に関わら

ず、」を追記いたします。 

また、連携型と校内交流型の説

明は112ページからは削除し、

160ページに表現を修正して記

載します。「連携型：共働き家

庭等の児童も含めた全ての児童

が参加・交流できるもの」「校

内交流型：連携型のうち同一小

学校等内で両事業を実施するも

の」 

82 放課後等デイサービス事業所や放

課後児童クラブへの支援強化と、

両者の連携によって、待機児童の

解消と必要な福祉を受けられない

子どもの実態改善が必要ではない

か。 

１件 放課後等デイサービス事業所に

ついては、全体として市内では

数は充足しつつあると考えてい

ますが、重度障害のあるこども

等、受け入れに特段の配慮や支

援が必要なこどもが通所可能な

事業所はまだまだ不足している

と認識しています。放課後児童

クラブとの連携も含め、支援が

必要なこどもが適切な支援を受

けられるよう、様々な取り組み

を進めていきます。 

83 必要な時に利用できるように子育

て情報パンフレットを愛らんどに

置いて、利用支援を推進してくだ

さい。 

 

１件 子育ての行政サービスは、複数

の担当課にわたるため、ご意見

を共有し配架に努めます。 
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84 18歳未満のこどもの相談時に第三

者としての意見表明等支援員が対

応できる体制を作ってください。 

１件 こども本人が安心して話ができ

るよう、まずは相談を受ける相

談員等が思いを適切に組み取り

相談援助を行います。 

 

85 【113頁、2-(2)-ウ-5】 

子育てガイドは、必要な情報が広

告に埋もれてしまっているため、

見やすいように改善してくださ

い。 

１件 今後の施策の実施にあたり、貴

重なご意見として承ります。 

86 【114頁、2-(2)-ウ-11】 

就学前の幼児についても、スマー

トフォンなどの長時間使用は心身

への影響があるといわれている。

幼児とその保護者を対象とした施

策が必要。 

 

１件 今後の施策の実施にあたり、貴

重なご意見として承ります。 

87 【116頁】 

不登校児童生徒がノートPC等を自

宅で活用し、教育情報を入手でき

るようにしてほしい。 

２件 登校が難しい場合は、保護者同

意のうえで１人１台端末を自宅

に持ち帰ることができるように

なっています。オンラインで教

室とつないだり、課題を共有し

たりするなど、一層の活用を推

進してまいります。 

 

88 【116頁】 

不登校でも、健康診断や心のケア

を自宅や近隣の病院保健所等で無

料で受診できるようにしてもらい

たい。 

１件 不登校児童生徒が利用している

相談教室では、在籍校以外の場

所で健康診断を実施できる仕組

みを整えています。今後の施策

の実施にあたり、貴重なご意見

として承ります。 
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89 【116頁】 

学校外の学びの場や居場所、学習

ツールなどに詳しい人に相談でき

るようにしてほしい。こども家庭

庁がモデル事業として進めている

「不登校対策のコーディネータ

ー」配置について、フリースクー

ルや教育有識者、当事者保護者や

子ども、自助グループと共に、ニ

ーズ調査や情報共有していける

と、子育てしやすい街になると感

じています。 

１件 現在の校内支援体制の中では、

支援教育コーディネーターやス

クールカウンセラー、スクール

ソーシャルワーカーなどが、そ

の役割を担っています。適切に

対応できるよう関係職員の資質

向上に向けて取り組んでいきま

す。また、「地域における不登

校のこどもへの切れ目ない支援

事業」など、他自治体の取り組

みについて研究していきます。 

90 【116頁】 

不登校になった場合の学校外の相

談先の情報を、入学式のしおりに

入れてほしい。 

給食費は、登校できて食べた数だ

け後払いできることを市内各校の

共通認識にしてほしい。学校によ

って対応にバラつきがあるのは許

されない。食べない給食費を毎月

支払い続けることのないようにし

てほしい。 

１件 教育委員会では、学校外の相談

先として、教育委員会教育相談

や電話相談窓口、相談教室の案

内を市立小中学校の全児童生徒

に毎年６月頃、学校を通して配

付しています。貴重なご意見と

して承ります。 

給食費については、個々の登校

状況や本人・保護者の考え方が

多様であることなどから、学校

は慎重に対応しています。保護

者の方と学校との相談の上、判

断いただくことになりますの

で、お子さんにとって望ましい

対応を学校とご相談いただけれ

ばと思います。なお、次のいず

れかに該当する場合には給食を

停止することができ、このこと

は各学校に周知しています。 

（１）アレルギー等により、完
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全給食の全てを摂取することが

できない場合 

（２）連続して７日以上欠席す

ることにより学校給食を受けな

い日数が７日以上あることがあ

らかじめ判明している場合 

91 【116頁】 

県教委「メタバースの活用による

新たな居場所づくり推進事業」を

積極的に活用してほしい。学習や

コミュニケーションのツールとし

て、学校のPCを希望する不登校家

庭には貸与してほしい。 

１件 県教育委員会と連携しメタバー

スの活用については取り組みを

進めてまいります。 

登校が難しい場合は、保護者同

意のうえで１人１台端末を自宅

に持ち帰ることができるように

なっていますので、一層の活用

を図ってまいります。 

92 【116頁】 

プラン策定の趣旨に基づき、不登

校生の増加抑止に向けて、人的支

援と予算を増やしてほしい。 

 

１件 今後の施策の実施にあたり、貴

重なご意見として承ります。 

93 【116頁】 

不登校児の増加に対する具体的な

支援策が不足しているため、教育

行政との縦割りを超えて、状況に

応じた支援計画を策定してほし

い。 

１件 こども青少年相談では、学校を

休みがちなど、生活の中で生じ

る様々な悩みや問題を抱えてい

るお子さんと保護者の相談をお

受けしています。必要時、教育

委員会とも連携して支援を行っ

ています。 

94 【120頁、3-(2)-イ-1】 

ファミリー・サポート・センター

の概要説明が、保育施設を補完す

るためのような説明になってい

る。 

 

１件 国の実施要綱に記載されている

活動内容の中で、本市の利用件

数が多いものを記載していま

す。 



- 31 - 

95 ゲーム・薬物・アルコールへの依

存についての積極的な支援をして

ほしい。 

１件 こども青少年相談では、こども

の行動の悩みについて、青少年

相談員(公認心理士・臨床心理

士）がカウンセリングを行って

おり、必要時、医療や関係機関

への紹介をしています。また、

青少年の健全育成・非行防止の

ための理解・協力を得られる青

少年健全育成協力店にステッカ

ー取り付けの協力を得て、周

知・啓発活動を行うとともに、

市民向けに非行防止講座を開催

しています。 

96 子育てガイドを母子手帳を受け取

るとき等だけでなく、節目節目で

配布してほしい。また、学童クラ

ブなど子育てガイドに掲載の民間

の施設などにも配布して周知して

いただきたい。 

１件 今後の施策の実施にあたり、貴

重なご意見として承ります。 

97 【125頁、3-(2)-ウ-20】 

愛らんど追浜の空調設備は子育て

支援施設に適さない騒音を発して

おり、利用者からも指摘されてい

るため、安全で快適に利用できる

よう改善してほしい。 

１件 現場の状況を確認の上、必要に

応じて対応してまいります。 

98 【128頁、3-(3)-イ-2】 

行政が家族愛を育む教育指導がで

きるのか。 

１件 各学校において、児童生徒に対

して、生活科、家庭科、技術・

家庭科、道徳科を中心に家族・

家庭生活や、家族の協力するこ

との大切さ等について学習（指

導）を行います。 
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99 【129頁、3-(4)-イ-1】 

こども未来プランに記載される養

育費に関する支援は必要と思いま

すので、周知に力を入れてほし

い。 

１件 養育費支援はもちろんのこと、

他のひとり親支援に関する情報

も含めて周知をしてまいりま

す。 

100 プランの対象者である、こどもや

若者、子育て当事者を計画立案時

から協議会に加えるべきである。 

１件 計画案の策定にあたり、児童福

祉審議会子ども・子育て分科会

のオブザーバーとしてこども・

若者当事者の方を公募し、議論

に参加いただきました。また、

子育て当事者としては、審議会

委員に公募委員（利用者）とし

てご参加いただいております。 

詳しくは、資料編の188頁をご

覧ください。 

101 【130頁、4-(1)-ア-2】 

児童福祉審議会におけるこども・

若者の登用は、５年かけて検討し

かしないのか。 

１ 計画案の策定にあたり、児童福

祉審議会子ども・子育て分科会

のオブザーバーとしてこども・

若者当事者の方を公募し、議論

に参加いただきました。 

今後もどのように参加していた

だくか、検討してまいります。 

合計 134件  

 

（４）第５章 子ども・子育て支援法に基づく特定事業 

No.  意見の概要 件数 考え方 

102 人手不足、労働条件、環境の悪さ

は緊急性の高い課題として設定さ

れるべきである。 

１件 167頁の第５章「７ 学校教

育・保育、地域子ども・子育て

支援事業の役割及びその推進方

策」に記載のあるとおり、職員

の資質向上、待遇改善を行って

まいります。 
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103 【139頁】 

図において、久里浜・北下浦行政

センター区域の説明がない。 

１件 記載が漏れていたため、追加い

たしました。 

104 【145頁】 

「既存施設の定員適正化」とは、

どのようなことか。 

「区域を超えた確保方策」とはど

のようなことか。 

１件 「既存施設の定員適正化」は、

例えば既存施設の利用定員の中

で、利用区分の内訳変更（１号

を減じ、２号を増とする）など

を指します。 

また「区域を超えた確保方策」

とは、例えば久里浜・北下浦地

区の方が、逸見・中央地区の施

設を利用するなど、区域間の調

整を行うことなどを指します。 

105 【149頁】 

愛らんどについて、久里浜・北下

浦地区は１か所のみの確保方策し

かない。また、愛らんど久里浜は

狭いのでスペースを拡充してほし

い。 

１件 今後の施策の実施にあたり、貴

重なご意見として承ります。 

106 【45頁、150頁】 

こんにちは赤ちゃん事業につい

て、令和５年度の実績が45頁では

1,653人だが、150頁では1,711人

となっている。この違いは何か。 

また、この事業は受けない方への

対策が重要なので、パーセンテー

ジをわかるようにしてはどうか。 

１件 1,711人は、里帰り中の市外住

民への訪問等も含めた助産師・

保健師の全訪問数を記載してい

たため、本事業の訪問対象者で

ある1,653人に訂正しました。

（152頁参照）なお、訪問対象

となるすべての家庭を訪問して

います。 

107 今後、保育のニーズや利用率など

はどうなっていくのか。また、確

保方策とありますが、幼稚園や保

育園の定員などの内訳はあるの

か。 

１件 ご意見も踏まえて、144頁以降

に保育利用率や確保方策の内訳

を記載しました。 
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108 【145頁】 

「国の補助金等を活用した施設整

備を行い、安全確保に努めます」

というのは、どのようなものイメ

ージか。 

１件 園児等が安全・安心な環境で過

ごすことができるよう、既存施

設が行う施設や設備の改修を想

定しています。ご意見をふま

え、「安全・安心な」などの文

言を追記しました。 

109 学校と放課後児童クラブとの連携

について、教育委員会に働きかけ

てほしい。 

「学校との連携」のなかに、放課

後児童クラブを明記してほしい。 

１件 安全・安心な学童クラブを安定

的に運営していけるよう今後も

学校や関係課との連携を継続

し、努力します。「学校と放課

後児童クラブとの連携」につい

ては、161頁の事業の方向性の

⑦に記載しています。 

110 生活保護世帯について、民設クラ

ブでも利用料が経費として申請で

きるよう知らせてほしい。 

１件 現在、公設放課後児童クラブに

おいて就学援助制度の対象者に

対して利用料の減免等はしてお

りません。 

放課後児童クラブの利用料にか

かる情報は、利用者に適切に周

知してまいります。 

111 放課後児童クラブ及び放課後子ど

も教室への学校施設の活用につい

て、特別教室等のタイムシェアは

避けてほしい。 

１件 現在、放課後子ども教室につい

ては既にタイムシェアで使用教

室を確保しています。放課後児

童クラブには専用区画が必要な

ことから、ベースとなる場所を

タイムシェアで行う考えはあり

ませんが、専用教室の確保が難

しい場合には、ベースでない場

所のタイムシェアについて各小

学校の現状を踏まえて、教育委

員会・小学校長に十分な協議を

行い、検討してまいります。 
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112 放課後児童支援員等の研修を充実

し、必要な知識と技術の取得を図

るという部分については、研修と

同時に支援員の資格取得も必要に

なってくるのではないか。 

放課後児童支援員等を確保するに

は、放課後児童支援員が教育や保

育士と同様に、資格が必要な専門

的な仕事であるということが広く

世の中に認知されることが重要な

のではないか。 

１件 ご意見のとおり、放課後児童ク

ラブで支援員として働くために

は放課後児童支援員の資格取得

は必要ですし、放課後児童支援

員になるには資格が必要な専門

的な仕事であることが広く認知

されることも重要だと考えてい

ます。 

113 放課後児童クラブにおける、事業

の方向性の内容で、特別な配慮を

要するこどもや家庭について、ひ

とり親家庭などの困難な家庭に対

する支援の連携も期待する。 

１件 161ページの事業の方向性の⑧

その他の「特別な配慮を必要と

するこどもや家庭について」に

は、ひとり親家庭も含まれてい

ると考えています。 

合計 12 件  

 

（５）第６章 プランの達成状況の点検及び評価 

No.  意見の概要 件数 考え方 

114 【173頁】 

「本プランを実施していくために

は、（中略）こども・若者もそれ

ぞれの成長や発達に応じた役割を

担うことが期待されています。」

とは、どのようなことか。 

１件 こども大綱の基本的方針にも

「こども・若者が、自らのこと

について意見を形成し、その意

見を表明することや、社会に参

画することが、社会への影響力

を発揮することにつなが」るこ

とから、記載しています。 

なお、その機会を確保すること

は、こども基本法の基本理念と

しても謳われているところで

す。 

合計 １件  
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（６）その他 第３期横須賀こども未来プランの策定に関する意見 

No.  意見の概要 件数 考え方 

115 支援級を希望しているが、はぐく

みかん（療育相談センター）の予

約がなかなか取れないため、もう

少し早く相談できる体制を整えて

もらいたい。 

１件 今後の施策の実施にあたり、貴

重なご意見として承ります。 

116 どこに力点を置き、どのような成

果を上げ、予算がいくらかかるの

か分からない。 

１件 第３章ではプランが目指す方向

性について、また第５章では目

標事業量（量の見込み）とそれ

に対応するための方策（確保方

策）を記載していますのでご覧

ください。 

また、各事業にかかる予算額は

年度ごとの予算編成を経て決定

していくため、プランでは記載

しておりません。 

117 今後のこども関連の計画策定の際

には、こども向けにわかりやすい

資料を作り、こどもからもパブコ

メを募集するようにしてもらいた

い。 

１件 今後の計画づくりにあたり、貴

重なご意見として承ります。 

なお、今回の計画づくりにあた

っては、審議会のオブザーバー

としてこども・若者のみなさん

を公募し、検討の議論に参加し

ていただきました。詳しくは資

料編の188頁をご覧ください。 

118 進行管理で、第４章の具体的な施

策の結果と成果、子どもの自主

性・主体性が生かされたか、プレ

ーパーク活動の支援ができたかに

ついて、期待したい。資料が多く

読み取りが十分にできなかった。 

１件 今後の進行管理にあたり、貴重

なご意見として承ります。 
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119 これからも子育てをしている家庭

から丁寧に意見を集めてもらいた

い。 

１件 今後の計画づくりにあたり、貴

重なご意見として承ります。 

なお、今回の計画づくりにあた

っても、一部無作為抽出ではあ

りますがニーズ調査を行い、計

画づくりに活用させていただき

ました。 

合計 ５件  

 

（７）その他意見 

No.  意見の概要 件数 考え方 

120 市内への転入を増やし市内からの

流出を防ぐためこども施策を充実

させることと同時に、特に女性が

働く場を創出することが重要と考

える。 

１件 今後の施策の実施にあたり、貴

重なご意見として承ります。 

121 家庭の考え方によって、こどもの

体験格差が大きくなっている。そ

こに留意した施策が必要である。 

 

１件 今後の施策の実施にあたり、貴

重なご意見として承ります。 

122 行政、学校、保育園、放課後児童

クラブ、放課後デイサービスな

ど、子どもに関わる機関の連携を

もっと深めてもらいたい。 

１件 今後の施策の実施にあたり、貴

重なご意見として承ります。 

なお、連携については、第４章

の事業番号４－（３）－アー１

「こども家庭地域対策ネットワ

ーク会議の開催」などを通じて

取り組んでまいります。 

123 北九州市の「希望のまち」プロジ

ェクトのように、こどもと高齢者

の福祉を分けないで考えていく必

要がある。 

 

１件 今後の施策の実施にあたり、貴

重なご意見として承ります。 
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124 不登校の親の会や子ども若者支援

団体が活動するにあたって、会場

使用料の減免などの支援が必要で

ある。 

１件 今後の施策の実施にあたり、貴

重なご意見として承ります。 

125 現学校教育システムが「子どもた

ちを追い詰めていることに大人が

気付き、教育全般のシステムと環

境を変えていくこと」が急務だと

感じている。 

１件 今後の施策の実施にあたり、貴

重なご意見として承ります。 

126 小学校の統廃合（走水小学校な

ど）に関して、こどもの人権、情

操問題に考慮してどのように丁寧

な説明、計画を進めて現在どうい

う状況になっているか明らかにし

てもらいたい。 

１件 教育委員会において、保護者へ

の説明会を開催し、ご理解を求

めるとともに、学校において、

児童への説明を行っています。 

児童に対しては、現在、ふれあ

い相談員が走水小学校と馬堀小

学校の両校を行き来して状況把

握を行っています。併せて、両

校児童の交流等を実施するな

ど、両校の児童が円滑に新たな

環境で学べるように取り組みを

進めているところです。 

また、令和７年度からは統合後

の学校生活が不安なく送れるよ

う、馬堀小学校に校内教育支援

センターを開設する予定です。 

127 教員の負担軽減と処遇改善を早急

に進め、子どもが安心して過ごせ

る学校を実現し、教員の途中休職

や離職を減らす施策をプランに含

めてほしい。また、市内の教員に

関するデータを公表し、地域社会

と問題を共有することや、1クラ

１件 近年、代替職員の不足により、

様々な影響が出ていることは承

知しています。年度途中で休

職・離職してしまう状況の改善

には、臨時的任用職員の登録を

増やすことが第一ですが、横須

賀市に限らず他市町村において
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ス20人程度にしてクラス数を増や

し、学校の統廃合を減らすことで

教員のゆとりを確保することはで

きないか。これにより、地域の災

害時に役立つ学校設備の維持と教

員確保と合わせて取り組んでほし

い。 

も困難な状況が続いています。

そのような中、業務内容の精選

を進めていくことが大切である

と考えます。教育政策課と共有

をしながら、方策に生かしてい

きたいと思います。なお、市内

の教員の必要数、採用数、休

職・離職者数を公表することに

ついては、日々状況が変化して

いることもあり、難しいと考え

ますが、欠員を解消できるよ

う、県教委や他市町村と情報交

換を行いながら、人材確保に尽

力していきます。 

１クラスの人数については、

「公立義務教育諸学校の学級編

制及び教職員定数の標準に関す

る法律」により決められていま

す。令和３年度より、小学校の

学級編制の基準を段階的に35人

に引き下げ、来年度より、小学

校については、全学年35人学級

編制となります。中学校につい

ても、令和８年度から３年かけ

て順次導入される方針となり、

35人学級編制が実現する見込み

となりました。今後も国や県の

動向を見定め、必要に応じて働

きかけを行っていきたいと思い

ます。 

合計 ８件  

 


